
(57)【要約】

【課題】直射噴霧、広角噴霧の切り替えを簡単に行えて

、噴霧を良く停止でき、加圧液導管が捩じれたり、破損

し難く、渦流形成部材、弁の取り替えを簡単に行なえる

ようにする。

【解決手段】ノズルボディ４６の水密用筒状部材側内部

空間内に、中央空間７２を有するマニホールド弁５２を

収納し、その周囲壁部内に渦流形成部材５０の中央流路

５６に加圧液を送る出口を有する第１側流路７４と斜め

溝流路５７に加圧液を送る出口を有する第２側流路７５

を設け、第１、第２側流路の液入口を中央空間内周面に

設け、噴霧時に中央空間に嵌まる加圧液導管４５の液出

口８６と第１又は第２側流路の液入口とを連通させて、

加圧液導管４５の外周面で第２又は第１側流路の液入口

を閉じ、噴霧停止時に加圧液導管４５の液出口８６を水

密用筒状部材５３の内周面中央部で閉じる。

【選択図】  図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ノ ズ ル を 前 端 に 着 脱 可 能 に 備 え 付 け た 外 管 内 に 、 そ の ノ ズ ル に 加 圧 液 を 送 る 内 部 流 路 を
有 す る 加 圧 液 導 管 の 前 端 側 部 を 挿 入 し 、 そ の 外 管 か ら 突 出 す る 加 圧 液 導 管 の 後 端 部 端 を 噴
霧 機 に 備 え 付 け た 液 圧 送 ホ ー ス と の 着 脱 可 能 な 接 続 部 に し 、 そ の 外 管 に 対 す る 加 圧 液 導 管
の 前 後 動 操 作 に よ り 、 そ の 加 圧 液 導 管 の 前 端 付 近 の 外 周 面 に 開 け た 液 出 口 を 前 後 方 向 に 一
定 距 離 移 動 可 能 に し た 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 で あ っ て 、 上 記 ノ ズ ル の ボ デ ィ を 筒 状 に し 、
そ の ノ ズ ル ボ デ ィ の 前 側 開 口 を 噴 口 を 有 す る 部 材 で 閉 じ 、 そ の 後 側 開 口 を ノ ズ ル ボ デ ィ の
後 端 部 内 に 嵌 ま り 、 そ の 外 周 面 に ノ ズ ル ボ デ ィ の 内 周 面 に 接 触 す る シ ー ル 部 材 を 備 え 、 更
に そ の 内 周 面 の 前 後 端 付 近 に 内 部 の 中 央 空 間 に 嵌 ま る 加 圧 液 導 管 の 外 周 面 に 接 触 す る シ ー
ル 部 材 を 夫 々 備 え た 水 密 用 筒 状 部 材 で 閉 じ 、 そ の ノ ズ ル ボ デ ィ の 噴 口 部 材 側 内 部 空 間 内 に
、 そ の 噴 口 へ 加 圧 液 を 送 る 中 央 流 路 を 部 材 の 中 央 付 近 に 設 け 、 更 に そ の 中 央 流 路 に 対 し 傾
斜 さ せ て 噴 口 へ 加 圧 液 を 送 る 斜 め 溝 流 路 を 部 材 の 外 周 面 に 少 な く と も １ 箇 所 設 け た 渦 流 形
成 部 材 を 収 納 し 、 そ の ノ ズ ル ボ デ ィ の 水 密 用 筒 状 部 材 側 内 部 空 間 内 に 、 前 後 両 面 の 中 央 付
近 を 夫 々 開 口 に し た 中 央 空 間 を 内 部 に 設 け た 筒 状 の マ ニ ホ ー ル ド 弁 を 収 納 し 、 そ の マ ニ ホ
ー ル ド 弁 の 周 囲 壁 部 内 に 渦 流 形 成 部 材 の 中 央 流 路 に 加 圧 液 を 送 る 出 口 を 有 す る 第 １ 側 流 路
と 斜 め 溝 流 路 に 加 圧 液 を 送 る 出 口 を 有 す る 第 ２ 側 流 路 を 夫 々 少 な く と も １ 箇 所 ず つ 設 け 、
そ の 第 １ 、 第 ２ 側 流 路 の 液 入 口 を 中 央 空 間 内 周 面 に 夫 々 設 け て 、 そ の 第 １ 、 第 ２ 側 流 路 の
液 入 口 を 前 後 方 向 に 離 し 、 噴 霧 時 に 加 圧 液 導 管 を 移 動 し て 、 そ の 加 圧 液 導 管 の 液 出 口 と マ
ニ ホ ー ル ド 弁 の 第 １ 又 は 第 ２ 側 流 路 の 液 入 口 と を 連 通 さ せ 、 更 に そ の 加 圧 液 導 管 の 外 周 面
で 第 ２ 又 は 第 １ 側 流 路 の 液 入 口 を 閉 じ 、 噴 霧 停 止 時 に 加 圧 液 導 管 を 移 動 し て 、 そ の 加 圧 液
導 管 の 液 出 口 を 水 密 用 筒 状 部 材 の 内 周 面 中 央 部 で 閉 じ る こ と を 特 徴 と す る 噴 霧 状 態 切 替 型
噴 射 管 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 後 両 面 の 中 央 付 近 を 夫 々 開 口 に し た 中 央 空 間 を 内 部 に 設 け た 筒 状 部 材 の 周 囲 壁 部 内 に
、 加 圧 液 を 流 す 第 １ 、 第 ２ の 側 流 路 を 夫 々 少 な く と も １ 箇 所 ず つ 設 け 、 そ の 第 １ 、 第 ２ 側
流 路 の 液 入 口 を 中 央 空 間 内 周 面 に 夫 々 設 け て 、 そ の 第 １ 、 第 ２ 側 流 路 の 液 入 口 を 前 後 方 向
に 離 し 、 そ の 第 １ 側 流 路 の 液 出 口 を 中 央 空 間 内 周 面 に 設 け 、 そ の 第 ２ 側 流 路 の 液 出 口 を 前
面 の 縁 部 付 近 に 設 け る こ と を 特 徴 と す る 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 用 マ ニ ホ ー ル ド 弁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 薬 液 等 の 液 体 散 布 に 使 用 す る 噴 霧 機 の 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 農 作 物 、 そ の 他 へ 薬 液 、 水 等 の 液 体 散 布 を す る た め 、 手 動 噴 霧 機 又 は 動 力 噴 霧 機
が 使 用 さ れ て い る 。 そ し て 、 噴 霧 機 に 備 え ら れ て い る 液 圧 送 ホ ー ス に 、 噴 霧 状 態 切 替 型 噴
射 管 を 接 続 し て 用 い る と 、 そ の 噴 射 管 を 操 作 す る こ と に よ っ て 直 射 噴 霧 、 広 角 噴 霧 の 切 り
替 え を 適 宜 行 な う こ と に よ り 、 液 体 散 布 を 良 好 に 行 な え る 。 そ こ で 、 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射
管 に は 通 常 前 端 に 備 え 付 け る ノ ズ ル の ボ デ ィ 内 に 、 直 射 噴 霧 、 広 角 噴 霧 の 切 り 替 え を 行 な
う た め の 主 要 部 材 と し て 、 渦 流 形 成 部 材 を 収 納 し て 用 い て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 渦 流 形 成 部 材 は 筒 状 部 材 の 前 端 に 径 を 一 段 と 拡 大 し た 円 板 部 材 を 同 軸 に し て
設 け 、 そ の 円 板 部 材 の 外 周 面 の 対 称 位 置 に ノ ズ ル の 噴 口 へ 加 圧 液 を 後 方 か ら 送 る 斜 め 溝 流
路 を ２ 箇 所 夫 々 軸 方 向 に 対 し 傾 斜 さ せ て 設 け た も の で あ る 。 そ し て 、 こ の 渦 流 形 成 部 材 を
用 い た 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 に は 、 そ の 渦 流 形 成 部 材 の 後 側 に あ る 筒 状 部 材 の 後 端 に 操 作
用 ロ ッ ト の 前 端 を 一 体 に 結 合 し て 、 ノ ズ ル ボ デ ィ 内 に 収 納 し た 渦 流 形 成 部 材 を 外 部 か ら そ
の 操 作 用 ロ ッ ト を 操 作 し て 前 後 動 で き る よ う に し た も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ ７ は 、 こ の よ う な 渦 流 形 成 部 材 操 作 用 ロ ッ ト を 用 い た 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 の 直 射
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噴 霧 状 態 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。 こ の 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 １ は そ の 主 要 部 を 、 前 端 に
ノ ズ ル ２ を 備 え 付 け て 後 端 を 閉 じ 、 内 部 を ノ ズ ル ２ に 導 く 加 圧 液 の 内 部 流 路 ３ に し た 外 管
４ と 、 そ の 外 管 ４ の 内 部 流 路 ３ に 嵌 ま り 、 前 端 に ノ ズ ル ２ の 内 部 に 設 置 す る 渦 流 形 成 部 材
５ を 備 え 、 後 端 部 付 近 が 外 部 に 突 出 す る 渦 流 形 成 部 材 操 作 用 ロ ッ ト ６ と 、 そ の 外 管 ４ の 後
端 部 付 近 に 結 合 し 、 側 方 か ら 内 部 流 路 ３ に 加 圧 液 を 導 入 す る 加 圧 液 導 入 口 管 ７ と か ら 構 成
す る 。 そ し て 、 ノ ズ ル ２ の 筒 状 ボ デ ィ ８ を そ の 中 央 部 ９ に 螺 合 箇 所 を 設 け て 分 離 、 結 合 可
能 に す る 。 又 、 外 管 ４ の 中 央 部 と 操 作 用 ロ ッ ト ６ の 後 端 部 に 握 り 部 １ ０ 、 １ １ を 夫 々 設 け
る 。 又 、 操 作 用 ロ ッ ト ６ の 中 央 部 後 端 外 周 面 の 一 部 １ ２ を 外 管 ４ の 後 端 部 内 周 面 と の 螺 合
箇 所 に す る 。 又 、 加 圧 液 導 入 口 管 ７ の 自 由 端 を 噴 霧 機 に 備 え 付 け た 液 圧 送 ホ ー ス と の 着 脱
可 能 な 接 続 部 １ ３ に す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 す る と 、 こ の よ う な 噴 射 管 １ を 噴 霧 機 の 液 圧 送 ホ ー ス に 接 続 し 、 加 圧 液 導 入 口 管 ７ か ら
外 管 ４ の 内 部 流 路 ３ へ 加 圧 液 を 入 れ 、 接 続 部 １ ３ か ら ノ ズ ル ２ の 内 部 ま で 導 く こ と が で き
る 。 又 、 前 側 握 り 部 １ ０ を 持 っ て 外 管 ４ を 固 定 し 、 後 側 握 り 部 １ １ を 持 っ て 操 作 用 ロ ッ ト
６ を 回 動 さ せ る と 、 そ の 操 作 用 ロ ッ ト ６ と 外 管 ４ と の 螺 合 状 態 を 調 節 す る こ と に よ り 、 ノ
ズ ル ２ の 内 部 に あ る 渦 流 形 成 部 材 ５ の 位 置 を 一 定 距 離 前 後 動 で き る 。 そ れ 故 、 噴 霧 時 に 渦
流 形 成 部 材 ５ を 後 側 に 移 動 さ せ て 位 置 決 め す る と 、 そ の 渦 流 形 成 部 材 ５ の 前 端 に あ る 円 板
部 材 の 側 方 全 体 に 加 圧 液 を 通 過 さ せ 直 流 状 に し て 、 噴 口 １ ４ か ら 直 射 噴 霧 を 行 な え る 。 又
、 図 １ ８ に 示 す よ う に 渦 流 形 成 部 材 ５ を 前 側 に 移 動 さ せ て 位 置 決 め す る と 、 そ の 円 板 部 材
の 両 斜 め 溝 流 路 内 の み 加 圧 液 を 通 過 さ せ 渦 流 状 に し て 、 噴 口 １ ４ か ら 広 角 噴 霧 を 行 な え る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 噴 射 管 １ で は 使 用 中 に 後 側 握 り 部 １ １ を 回 動 さ せ 、 操 作 用 ロ ッ ト ６
を 前 後 動 し て も 噴 霧 を 停 止 で き な い 。 し か も 、 使 用 に よ り 渦 流 形 成 部 材 ５ が 摩 耗 し 、 破 損
し た り す る と 、 渦 流 形 成 部 材 ５ と 操 作 用 ロ ッ ト ６ と が 一 体 に 結 合 し て い る た め 、 操 作 用 ロ
ッ ト ６ も 一 緒 に 取 り 替 え る 必 要 が あ り 、 そ の 操 作 用 ロ ッ ト ６ が 外 管 ４ を 挿 通 し て い る た め
、 取 り 替 え 作 業 を す る 労 力 的 負 担 等 が 大 き い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 図 １ ９ に 示 す よ う な 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 １ ５ が 提 示 さ れ て い る 。 こ の 噴 霧 状
態 切 替 型 噴 射 管 １ ５ は そ の 主 要 部 を 、 前 端 に ノ ズ ル １ ６ を 螺 合 に よ り 着 脱 可 能 に 備 え 付 け
た 外 管 １ ７ と 、 そ の 外 管 １ ７ の 内 部 に 前 端 側 部 を 挿 入 し 、 内 部 を ノ ズ ル １ ６ に 加 圧 液 を 送
る 流 路 １ ８ に し 、 そ の 外 管 １ ７ か ら 突 出 す る 後 端 部 端 を 噴 霧 機 に 備 え 付 け た 液 圧 送 ホ ー ス
と の 着 脱 可 能 な 接 続 部 １ ９ に し た 加 圧 液 導 管 ２ ０ と か ら 構 成 す る 。 そ し て 、 ノ ズ ル １ ６ の
筒 状 ボ デ ィ ２ １ を 中 央 部 で 軸 方 向 を １ ４ ０ 度 ほ ど に 屈 曲 さ せ 、 そ の 内 部 に 中 央 と 縁 部 に 加
圧 液 流 路 ２ ２ 、 ２ ３ を 夫 々 開 け た 仕 切 壁 ２ ４ を 設 け る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 又 、 こ の ノ ズ ル ボ デ ィ ２ １ に 対 し 、 そ の 仕 切 壁 ２ ４ よ り 前 側 の 内 部 空 間 内 に 渦 流 形 成 部
材 ２ ５ を 収 納 し 、 後 側 内 部 空 間 内 に 弁 ２ ６ を 収 納 す る 。 そ の 際 、 渦 流 形 成 部 材 ２ ５ と し て
噴 口 へ 加 圧 液 を 送 る 中 央 流 路 を 部 材 の 中 央 に 設 け 、 更 に そ の 中 央 流 路 に 対 し 傾 斜 さ せ て 噴
口 へ 加 圧 液 を 送 る 斜 め 溝 流 路 を 部 材 の 前 端 部 に 設 け た 鍔 部 の 外 周 面 の 対 称 位 置 に ２ 箇 所 夫
々 設 け た も の を 用 い る 。 又 、 弁 ２ ６ と し て 、 部 材 周 壁 の 片 側 に 寄 せ 、 軸 方 向 に 位 置 を ず ら
し 、 更 に 周 方 向 に 位 置 を ず ら し た ２ 個 の 前 後 穴 ２ ７ 、 ２ ８ を 夫 々 設 け た 筒 状 部 材 を 用 い 、
そ の 弁 ２ ６ を 加 圧 液 導 管 ２ ０ の 前 端 に 一 体 に 結 合 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 又 、 ノ ズ ル ボ デ ィ ２ １ の 前 側 開 口 を 噴 口 ２ ９ を 有 す る 部 材 ３ ０ で 閉 じ 、 そ の ノ ズ ル ボ デ
ィ ２ １ の 前 端 部 付 近 を 径 の 大 き な 筒 状 の フ ー ド キ ャ ッ プ ３ １ で 被 い 、 そ の 前 端 部 に フ ー ド
キ ャ ッ プ ３ １ の 内 部 に 設 け た 筒 状 の 取 付 部 ３ ２ を 螺 合 し て 、 ノ ズ ル ボ デ ィ ２ １ の 前 側 開 口
縁 部 に 噴 口 部 材 ３ ０ を 固 着 す る 。 又 、 弁 ２ ６ を 加 圧 液 導 管 ２ ０ の 前 端 に 結 合 す る 際 に 、 Ｏ
リ ン グ ３ ３ 、 Ｃ リ ン グ ３ ４ 等 の シ ー ル 部 材 を 用 い る 。 又 、 外 管 １ ７ の 中 央 部 と 加 圧 液 導 管
２ ０ の 後 端 部 付 近 に 握 り 部 ３ ５ 、 ３ ６ を 夫 々 設 け る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 す る と 、 こ の よ う な 噴 射 管 １ ５ を 噴 霧 機 の 液 圧 送 ホ ー ス に 接 続 し 、 加 圧 液 導 管 ２ ０ の 内
部 流 路 １ ８ へ 加 圧 液 を 入 れ 、 ノ ズ ル ボ デ ィ ２ ２ の 後 端 部 内 に 収 納 し た 弁 ２ ６ の 内 部 空 間 へ
導 く こ と が で き る 。 又 、 前 側 握 り 部 ３ ５ を 持 っ て 外 管 １ ７ を 固 定 し 、 後 側 握 り 部 ３ ６ を 持
っ て 加 圧 液 導 管 ２ ０ を 回 動 す る こ と に よ り 、 弁 ２ ６ を 回 動 で き る 。 そ れ 故 、 噴 霧 時 に 弁 ２
６ を 回 動 し て 、 そ の 弁 ２ ６ に 設 け た 前 穴 ２ ７ を ノ ズ ル ボ デ ィ ２ １ の 仕 切 壁 ２ ４ に 開 け た 中
央 流 路 ２ ２ と 一 致 さ せ る と 、 弁 ２ ６ の 内 部 空 間 に 入 る 加 圧 液 を 渦 流 形 成 部 材 ２ ５ の 中 央 流
路 を 通 過 さ せ 、 噴 口 ２ ９ へ と 導 い て 直 射 噴 霧 を 行 な え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 又 、 弁 ２ ６ を 回 動 し て 、 そ の 弁 ２ ６ に 設 け た 後 穴 ２ ８ を 仕 切 壁 ２ ４ の 縁 部 流 路 ２ ３ と 一
致 さ せ る と 、 弁 ２ ６ の 内 部 空 間 に 入 る 加 圧 液 を 渦 流 形 成 部 材 ２ ５ の 両 斜 め 溝 流 路 を 通 過 さ
せ 、 噴 口 ２ ９ へ と 導 い て 広 角 噴 霧 を 行 な え る 。 又 、 弁 ２ ６ を 回 動 し て 、 そ の 弁 ２ ６ の 外 周
面 で 仕 切 壁 ２ ４ に 開 け た 両 流 路 ２ ２ 、 ２ ３ を 同 時 に 閉 じ る と 、 噴 霧 の 停 止 を 行 な え る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ ５ ４ ４ ４ ２
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 １ ５ で は ノ ズ ル ボ デ ィ ２ １ の 内 部 空 間
に 弁 ２ ６ を か な り き つ く 嵌 合 さ せ 、 そ の 内 外 周 面 を 密 着 さ せ て 隙 間 が な い よ う に し な け れ
ば な ら な い 。 何 故 な ら 、 ノ ズ ル ボ デ ィ ２ １ と 弁 ２ ６ と の 内 外 周 面 に 隙 間 が あ る と 、 ノ ズ ル
ボ デ ィ ２ １ の 仕 切 壁 ２ ４ に 開 け た 中 央 、 縁 部 流 路 ２ ２ 、 ２ ３ 、 弁 ２ ６ の 前 後 穴 ２ ７ 、 ２ ８
同 士 が 互 い に つ な が る た め 、 直 射 噴 霧 が 広 が り 、 広 角 噴 霧 の 角 度 が 狭 く な る ば か り で な く
、 噴 霧 を 良 く 停 止 で き な く な る か ら で あ る 。 そ れ 故 、 加 圧 液 導 管 ２ ０ を 回 動 し て 、 そ の 前
端 に 結 合 さ れ て い る 弁 ２ ６ を 回 動 す る と 、 常 に 加 圧 液 導 管 ２ ０ に 大 き な 捩 じ り 応 力 が 加 わ
る の で 、 そ の 加 圧 液 導 管 ２ ０ が 捩 じ れ 、 破 損 す る 恐 れ が あ る 。 又 、 加 圧 液 導 管 ２ ０ か ら 弁
２ ６ に 回 動 力 を 伝 達 す る た め 、 弁 ２ ６ を 加 圧 液 導 管 ２ ０ の 前 端 に 一 体 に 結 合 す る の で 、 弁
２ ６ が 摩 耗 し 、 破 損 し た 時 の 取 り 替 え 作 業 に 必 要 な 労 力 的 負 担 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ り 、 直 射 噴 霧 、 広 角 噴
霧 の 切 り 替 え を 簡 単 に 行 な え て 、 噴 霧 を 良 く 停 止 で き 、 加 圧 液 導 管 が 捩 じ れ た り 、 破 損 し
難 く 、 渦 流 形 成 部 材 、 弁 の 取 り 替 え を 簡 単 に 行 な え る 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 は ノ ズ ル を 前 端 に 着 脱
可 能 に 備 え 付 け た 外 管 内 に 、 そ の ノ ズ ル に 加 圧 液 を 送 る 内 部 流 路 を 有 す る 加 圧 液 導 管 の 前
端 側 部 を 挿 入 し 、 そ の 外 管 か ら 突 出 す る 加 圧 液 導 管 の 後 端 部 端 を 噴 霧 機 に 備 え 付 け た 液 圧
送 ホ ー ス と の 着 脱 可 能 な 接 続 部 に し 、 そ の 外 管 に 対 す る 加 圧 液 導 管 の 前 後 動 操 作 に よ り 、
そ の 加 圧 液 導 管 の 前 端 付 近 の 外 周 面 に 開 け た 液 出 口 を 前 後 方 向 に 一 定 距 離 移 動 可 能 に す る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 上 記 ノ ズ ル の ボ デ ィ を 筒 状 に し 、 そ の ノ ズ ル ボ デ ィ の 前 側 開 口 を 噴 口 を 有 す る
部 材 で 閉 じ 、 そ の 後 側 開 口 を ノ ズ ル ボ デ ィ の 後 端 部 内 に 嵌 ま り 、 そ の 外 周 面 に ノ ズ ル ボ デ
ィ の 内 周 面 に 接 触 す る シ ー ル 部 材 を 備 え 、 更 に そ の 内 周 面 の 前 後 端 付 近 に 内 部 の 中 央 空 間
に 嵌 ま る 加 圧 液 導 管 の 外 周 面 に 接 触 す る シ ー ル 部 材 を 夫 々 備 え た 水 密 用 筒 状 部 材 で 閉 じ 、
そ の ノ ズ ル ボ デ ィ の 噴 口 部 材 側 内 部 空 間 内 に 、 そ の 噴 口 へ 加 圧 液 を 送 る 中 央 流 路 を 部 材 の
中 央 付 近 に 設 け 、 更 に そ の 中 央 流 路 に 対 し 傾 斜 さ せ て 噴 口 へ 加 圧 液 を 送 る 斜 め 溝 流 路 を 部
材 の 外 周 面 に 少 な く と も １ 箇 所 設 け た 渦 流 形 成 部 材 を 収 納 に す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 又 、 そ の ノ ズ ル ボ デ ィ の 水 密 用 筒 状 部 材 側 内 部 空 間 内 に 、 前 後 両 面 の 中 央 付 近 を 夫 々 開
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口 に し た 中 央 空 間 を 内 部 に 設 け た 筒 状 の マ ニ ホ ー ル ド 弁 を 収 納 し 、 そ の マ ニ ホ ー ル ド 弁 の
周 囲 壁 部 内 に 渦 流 形 成 部 材 の 中 央 流 路 に 加 圧 液 を 送 る 出 口 を 有 す る 第 １ 側 流 路 と 斜 め 溝 流
路 に 加 圧 液 を 送 る 出 口 を 有 す る 第 ２ 側 流 路 を 夫 々 少 な く と も １ 箇 所 ず つ 設 け 、 そ の 第 １ 、
第 ２ 側 流 路 の 液 入 口 を 中 央 空 間 内 周 面 に 夫 々 設 け て 、 そ の 第 １ 、 第 ２ 側 流 路 の 液 入 口 を 前
後 方 向 に 離 し 、 噴 霧 時 に 加 圧 液 導 管 を 移 動 し て 、 そ の 加 圧 液 導 管 の 液 出 口 と マ ニ ホ ー ル ド
弁 の 第 １ 又 は 第 ２ 側 流 路 の 液 入 口 と を 連 通 さ せ 、 更 に そ の 加 圧 液 導 管 の 外 周 面 で 第 ２ 又 は
第 １ 側 流 路 の 液 入 口 を 閉 じ 、 噴 霧 停 止 時 に 加 圧 液 導 管 を 移 動 し て 、 そ の 加 圧 液 導 管 の 液 出
口 を 水 密 用 筒 状 部 材 の 内 周 面 中 央 部 で 閉 じ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 又 、 本 発 明 に よ る 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 用 マ ニ ホ ー ル ド 弁 は 前 後 両 面 の 中 央 付 近 を 夫 々
開 口 に し た 中 央 空 間 を 内 部 に 設 け た 筒 状 部 材 の 周 囲 壁 部 内 に 、 加 圧 液 を 流 す 第 １ 、 第 ２ の
側 流 路 を 夫 々 少 な く と も １ 箇 所 ず つ 設 け 、 そ の 第 １ 、 第 ２ 側 流 路 の 液 入 口 を 中 央 空 間 内 周
面 に 夫 々 設 け て 、 そ の 第 １ 、 第 ２ 側 流 路 の 液 入 口 を 前 後 方 向 に 離 し 、 そ の 第 １ 側 流 路 の 液
出 口 を 中 央 空 間 内 周 面 に 設 け 、 そ の 第 ２ 側 流 路 の 液 出 口 を 前 面 の 縁 部 付 近 に 設 け る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 は 噴 霧 時 に 加 圧 液 導 管 を 前 後 に 移 動 し て 、 そ の 加 圧 液 導
管 の 液 出 口 と マ ニ ホ ー ル ド 弁 の 第 １ 又 は 第 ２ 側 流 路 の 液 入 口 と を 連 通 さ せ 、 更 に そ の 加 圧
液 導 管 の 外 周 面 で 第 ２ 又 は 第 １ 側 流 路 の 液 入 口 を 閉 じ る こ と に よ り 、 直 射 噴 霧 、 広 角 噴 霧
の 切 り 替 え を 簡 単 に 行 な う こ と が で き る 。 又 、 そ の 噴 霧 を 停 止 さ せ る た め に 、 加 圧 液 導 管
を 移 動 し て 、 そ の 加 圧 液 導 管 の 液 出 口 を 水 密 用 筒 状 部 材 の 内 周 面 中 央 部 で 閉 じ る と 、 そ の
水 密 用 筒 状 部 材 部 材 の 内 周 面 前 後 端 付 近 に は そ の 内 部 中 央 空 間 に 嵌 ま る 加 圧 液 導 管 の 外 周
面 と 接 触 す る シ ー ル 部 材 が 夫 々 備 え ら れ て い る た め 、 加 圧 液 導 管 の 液 出 口 か ら マ ニ ホ ー ル
ド 弁 の 内 部 中 央 空 間 内 に 加 圧 液 が 漏 出 し 難 く な る 。 そ れ 故 、 噴 霧 を 良 く 停 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し か も 、 水 密 用 筒 状 部 材 に よ っ て 噴 霧 を 良 く 停 止 で き る の で 、 加 圧 液 導 管 の 前 端 付 近 を
マ ニ ホ ー ル ド 弁 及 び 水 密 用 筒 状 部 材 の 内 部 中 央 空 間 中 に あ ま り き つ く 嵌 合 さ せ る 必 要 が な
い の で 、 加 圧 液 導 管 を 回 動 さ せ て も 、 そ の 加 圧 液 導 管 に 大 き な 捩 じ り 応 力 が 加 わ ら な い 。
そ れ 故 、 加 圧 液 導 管 が 捩 じ れ た り 、 破 損 し 難 く な る 。 又 、 渦 流 形 成 部 材 、 マ ニ ホ ー ル ド 弁
を 独 立 体 に し て ノ ズ ル ボ デ ィ 内 に 収 納 し た の で 、 そ の 渦 流 形 成 部 材 、 マ ニ ホ ー ル ド 弁 が 摩
耗 し 、 破 損 し た 時 に 外 管 の 前 端 か ら ノ ズ ル を 外 す こ と に よ っ て 、 渦 流 形 成 部 材 、 マ ニ ホ ー
ル ド 弁 の 取 り 替 え を 簡 単 に 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 用 マ ニ ホ ー ル ド 弁 は 独 立 体 に し て 、 そ の 内 部 中 央 空 間 に
加 圧 液 導 管 を 嵌 め 、 そ の 加 圧 液 導 管 を 前 後 動 操 作 し て 、 そ の 前 端 付 近 の 外 周 面 に 開 け た 液
出 口 を 移 動 可 能 に し た の で 、 噴 霧 時 に 加 圧 液 導 管 を 移 動 し て 、 そ の 加 圧 液 導 管 の 液 出 口 と
マ ニ ホ ー ル ド 弁 の 第 １ 又 は 第 ２ 側 流 路 の 液 入 口 と を 連 通 さ せ 、 更 に そ の 加 圧 液 導 管 の 外 周
面 で 第 ２ 又 は 第 １ 側 流 路 の 液 入 口 を 閉 じ て 直 射 噴 霧 、 広 角 噴 霧 の 切 り 替 え を 簡 単 に 行 な う
こ と が で き る 。 又 、 マ ニ ホ ー ル ド 弁 は 構 造 が 簡 単 で あ っ て 製 作 も 容 易 で あ り 、 独 立 体 と し
て 使 用 す る た め 、 使 用 に よ り 摩 耗 し 、 破 損 し た 時 の 取 り 替 え に も 適 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 １ ～ １ ６ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 最 良 形 態 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 を 適 用 し た 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 の 直 射 噴 霧 時 に お け る ノ ズ ル 付 近 の 構 造
を 示 す 部 分 断 面 図 、 図 ２ は そ の 全 体 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。 こ の 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管
４ ０ は そ の 主 要 部 を 、 前 端 に ノ ズ ル ４ １ を 螺 合 に よ り 着 脱 可 能 に 備 え 付 け た 外 管 ４ ２ と 、
そ の 外 管 ４ ２ の 内 部 に 前 端 側 部 を 挿 入 し 、 内 部 を ノ ズ ル ４ １ に 加 圧 液 を 送 る 流 路 ４ ３ に し
、 そ の 外 管 ４ ２ か ら 突 出 す る 後 端 部 端 を 噴 霧 機 に 備 え 付 け た 液 圧 送 ホ ー ス と の 着 脱 可 能 な
接 続 部 ４ ４ に し た 加 圧 液 導 管 ４ ５ と か ら 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 そ し て 、 ノ ズ ル ４ １ の ボ デ ィ ４ ６ に は そ の 前 端 部 寄 り の 内 部 に 、 中 央 穴 ４ ７ と そ の 穴 ４
７ の 両 側 に 縁 部 穴 ４ ８ （ ４ ８ ａ 、 ４ ８ ｂ ） を 夫 々 有 す る 仕 切 壁 ４ ９ を 設 け 、 更 に そ の 前 後
端 部 の 外 周 面 に 雄 ね じ を 夫 々 設 け た 筒 状 部 材 を 用 い る 。 又 、 こ の ノ ズ ル ボ デ ィ ４ ６ に 対 し
、 そ の 仕 切 壁 ４ ９ よ り 前 側 の 内 部 空 間 内 に 渦 流 形 成 部 材 ５ ０ と そ の 外 側 に 嵌 ま っ て 密 接 す
る 筒 状 の 周 囲 部 材 ５ １ と を 収 納 し 、 そ の 仕 切 壁 ４ ９ よ り 後 側 内 部 空 間 内 に マ ニ ホ ー ル ド 弁
５ ２ と 水 密 用 筒 状 部 材 ５ ３ と を 前 後 に 並 べ て 収 納 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 渦 流 形 成 部 材 ５ ０ は 図 ３ に 示 す よ う に 、 筒 状 部 材 ５ ４ の 前 端 部 に 円 形 板 状 の 鍔 部 ５
５ を 設 け て 、 中 央 穴 を 噴 口 へ 加 圧 液 を 送 る 流 路 ５ ６ に す る 。 又 、 そ の 鍔 部 ５ ５ の 外 周 面 の
対 称 位 置 に 中 央 流 路 ５ ６ の 軸 方 向 に 対 し 傾 斜 す る 溝 を 例 え ば １ 本 ず つ 設 け 、 そ の 両 斜 め 溝
を 噴 口 へ 加 圧 液 を 送 る 流 路 ５ ７ に す る 。 そ し て 、 鍔 部 ５ ５ の 前 面 中 央 部 を 広 く 凹 状 に し 、
そ こ を 両 斜 め 溝 流 路 ５ ７ か ら 加 圧 液 が 入 り 、 渦 流 を 形 成 す る 渦 流 形 成 凹 所 ９ ９ に す る 。 又
、 筒 状 部 材 ５ ４ の 後 端 部 の 外 径 を 仕 切 壁 ４ ９ の 中 央 穴 ４ ９ に 嵌 ま っ て 接 合 で き る よ う に 少
し 小 さ く す る 。 な お 、 周 囲 部 材 ５ １ は 渦 流 形 成 部 材 ５ ０ の 鍔 部 ５ ５ の 前 縁 部 を 覆 う た め に
、 そ の 前 端 付 近 の 内 径 を 少 し 小 さ く す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ こ で 、 ノ ズ ル ボ デ ィ ４ ６ の 前 側 内 部 空 間 内 の 所 定 位 置 に 、 渦 流 形 成 部 材 ５ ０ と 周 囲 部
材 ５ １ を 収 納 し た 後 、 そ の 前 側 開 口 の 縁 部 に 円 形 リ ン グ 状 パ ッ キ ン ５ ８ を 当 て 、 そ の 開 口
を 噴 口 部 材 ５ ９ で 閉 じ る 。 こ の 噴 口 部 材 ５ ９ は 図 ４ 、 ５ に 示 す よ う に 、 円 板 部 材 ６ ０ の 中
央 部 を 前 方 に 円 錐 状 に 屈 曲 さ せ て 突 出 し 、 そ の 山 部 ６ １ の 頂 点 に 噴 口 ６ ２ を 開 け る 。 又 、
そ の 円 板 部 材 ６ ０ の 縁 部 全 体 を 僅 か 後 方 に 突 出 さ せ 、 そ の 縁 部 対 称 位 置 に ノ ズ ル ボ デ ィ ４
６ の 前 端 付 近 に 設 け た 対 応 凹 所 に 嵌 め 合 せ る た め 、 更 に 後 方 に 突 出 す る 突 片 ６ ３ （ ６ ３ ａ
、 ６ ３ ｂ ） を 夫 々 設 け る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ こ で 、 ノ ズ ル ボ デ ィ ４ ６ の 前 端 部 付 近 を 筒 状 の フ ー ド キ ャ ッ プ ６ ４ で 被 い 、 そ の 前 端
部 に フ ー ド キ ャ ッ プ ６ ４ の 径 の 大 き な 外 筒 ６ ５ の 内 部 中 央 付 近 に 設 け た 筒 状 取 付 部 ６ ６ を
螺 合 す る 。 す る と 、 ノ ズ ル ボ デ ィ ４ ６ の 前 側 開 口 縁 部 に 噴 口 部 材 ５ ９ を 固 着 で き る 。 こ の
フ ー ド キ ャ ッ プ ６ ４ は 図 ６ 、 ７ に 示 す よ う に 、 そ の 取 付 部 ６ ６ の 内 周 面 に 前 端 部 を 除 い て
雌 ね じ ６ ７ を 設 け 、 更 に 前 端 部 の 径 を 狭 め て 内 方 に 突 出 さ せ 、 そ の リ ン グ 状 突 出 部 ６ ８ を
噴 口 部 材 ５ ９ を 固 着 す る た め の 押 え に す る 。 又 、 取 付 部 ６ ６ の 外 筒 ６ ５ と の 結 合 部 に 、 空
気 流 通 穴 ６ ９ を 多 数 箇 所 例 え ば ８ 箇 所 に 分 散 し て 設 け る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う な ノ ズ ル ４ １ の 前 部 側 に 対 し 、 そ の ノ ズ ル ボ デ ィ ４ ６ の 後 側 内 部 空 間 内 に 収 納
す る マ ニ ホ ー ル ド 弁 ５ ２ は 図 ８ 、 ９ に 示 す よ う に 、 前 後 両 面 中 央 を 夫 々 開 口 ７ ０ 、 ７ １ に
し た 中 央 空 間 ７ ２ を 内 部 に 設 け た 筒 状 部 材 の 周 囲 壁 部 ７ ３ の 内 部 に 、 加 圧 液 を 流 す 第 １ 、
第 ２ の 側 流 路 ７ ４ 、 ７ ５ を 夫 々 少 な く と も １ 箇 所 例 え ば ２ 箇 所 ず つ 円 周 に 沿 っ て ９ ０ 度 間
隔 に し て 、 交 互 に 異 な る 側 流 路 ７ ４ （ ７ ４ ａ 、 ７ ４ ｂ ） 、 ７ ５ （ ７ ５ ａ 、 ７ ５ ｂ ） が 配 置
さ れ る よ う に 設 け る 。 そ し て 、 両 第 １ 側 流 路 ７ ４ の 液 入 口 ７ ６ （ ７ ６ ａ 、 ７ ６ ｂ ） を 中 央
空 間 内 周 面 の 後 端 部 に 夫 々 設 け 、 両 第 ２ 側 流 路 ７ ５ の 液 入 口 ７ ７ （ ７ ７ ａ 、 ７ ７ ｂ ） を 中
央 空 間 内 周 面 の 中 央 部 に 夫 々 設 け て 、 そ の 第 １ 、 第 ２ 側 流 路 ７ ４ 、 ７ ５ の 液 入 口 ７ ６ 、 ７
７ を 前 後 方 向 に 離 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 又 、 そ の 両 第 １ 側 流 路 ７ ４ の 液 出 口 ７ ８ （ ７ ８ ａ 、 ７ ８ ｂ ） を 中 央 空 間 内 周 面 の 前 端 部
に 設 け 、 そ の 両 第 ２ 側 流 路 ７ ５ の 液 出 口 ７ ９ （ ７ ９ ａ 、 ７ ９ ｂ ） を 前 面 の 縁 部 付 近 に 設 け
る 。 す る と 、 マ ニ ホ ー ル ド 弁 ５ ２ は 内 部 に 中 央 空 間 ７ ２ を 設 け 、 そ の 中 央 空 間 ７ ２ か ら 分
岐 す る 両 第 １ 側 流 路 ７ ４ を い ず れ も コ 字 状 に 屈 曲 し 、 両 第 ２ 側 流 路 ７ ５ を い ず れ も Ｌ 字 状
に 屈 曲 す る だ け で あ る た め 、 弁 構 造 は 簡 単 と な る 。 し か も 、 マ ニ ホ ー ル ド 弁 ５ ２ は 円 筒 部
材 に 対 し 、 そ の 周 囲 壁 部 内 に 各 第 １ 、 第 ２ 側 流 路 ７ ４ 、 ７ ５ を 夫 々 形 成 す る た め 、 前 後 面
に ２ 箇 所 ず つ 、 外 周 面 に ６ 箇 所 、 い ず れ も ド リ ル に よ る 切 削 加 工 に よ っ て 所 定 位 置 に 直 線
穴 を 夫 々 開 け れ ば よ い の で 、 簡 単 に 製 作 で き る 。 な お 、 外 周 面 に 設 け る ６ 箇 所 の 穴 、 後 面
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に 設 け る ２ 箇 所 の 穴 は 第 １ 、 第 ２ 側 流 路 ７ ４ 、 ７ ５ の 形 成 の み に 必 要 な 加 工 穴 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ノ ズ ル ボ デ ィ ４ １ へ の 収 納 時 、 仕 切 壁 ４ ９ の 後 面 に 対 し 、 マ ニ ホ ー ル ド 弁 ５ ２ の 前 面 を
密 接 す る 。 す る と 、 仕 切 壁 ４ ９ の 中 央 穴 ４ ７ の 入 口 、 両 縁 部 穴 ４ ８ の 入 口 と 、 マ ニ ホ ー ル
ド 弁 ５ ２ の 中 央 空 間 ７ ２ の 出 口 ７ ０ 、 両 第 ２ 側 流 路 ７ ５ の 液 出 口 ７ ９ と の 対 応 す る も の 同
士 が 連 通 す る 。 そ こ で 、 更 に ノ ズ ル ボ デ ィ ４ １ の 後 端 部 内 部 空 間 内 に 水 密 用 筒 状 部 材 ５ ３
を 収 納 し 、 マ ニ ホ ー ル ド 弁 ５ ２ の 後 面 に 対 し 、 そ の 水 密 用 筒 状 部 材 ５ ３ の 前 面 を 密 接 す る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 水 密 用 筒 状 部 材 ５ ３ は 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 前 後 面 の 中 央 に 開 口 を 夫 々 設 け 、 内 部
に 加 圧 液 導 管 ４ ５ が 嵌 ま る 中 央 空 間 ８ ０ を 設 け た 筒 状 部 材 に す る 。 そ し て 、 そ の 水 密 用 筒
状 部 材 ５ ３ の 外 周 面 の 前 端 部 付 近 に ノ ズ ル ボ デ ィ ４ ６ の 内 周 面 に 接 触 す る シ ー ル 部 材 設 置
用 凹 所 ８ １ と 、 そ の 内 周 面 の 前 後 端 付 近 に 内 部 の 中 央 空 間 ８ ０ に 嵌 ま る 加 圧 液 導 管 ４ ５ の
外 周 面 に 接 触 す る シ ー ル 部 材 設 置 用 凹 所 ８ ２ （ ８ ２ ａ 、 ８ ２ ｂ ） と を 夫 々 設 け 、 そ の 各 凹
所 内 に 嵌 ま る シ ー ル 部 材 ８ ３ 、 ８ ４ （ ８ ４ ａ 、 ８ ４ ｂ ） と し て 例 え ば Ｏ リ ン グ を 用 い る 。
な お 、 水 密 用 筒 状 部 材 ５ ３ は そ の 後 端 付 近 の 外 径 を 少 し 大 き く し て 、 そ の 後 端 鍔 部 ８ ５ を
ノ ズ ル ボ デ ィ ４ ６ の 後 面 縁 部 と 当 接 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う な ノ ズ ル ボ デ ィ ４ ６ の 後 側 内 部 空 間 内 に 収 納 し た マ ニ ホ ー ル ド 弁 ５ ２ と 水 密 用
筒 状 部 材 ５ ３ の 両 内 部 中 央 空 間 ７ ２ 、 ８ ０ に 嵌 ま る 加 圧 液 導 管 ４ ５ の 前 端 部 ４ ５ ａ は 図 １
１ に 示 す よ う に 、 前 端 を 円 錐 状 に 突 出 さ せ て 閉 じ 、 後 端 開 口 を 有 し 、 内 部 を 加 圧 液 を 送 る
流 路 ４ ３ ａ に す る 管 状 体 に し 、 本 体 側 と は 別 部 材 に す る 。 そ し て 、 そ の 前 端 部 部 材 ４ ５ ａ
の 前 端 近 く の 外 周 面 に 内 部 の 液 流 路 ４ ３ ａ と 連 通 す る 液 出 口 ８ ６ を ４ 箇 所 、 同 一 位 置 の 外
周 に 沿 っ て 等 間 隔 に 分 散 し て 設 け 、 更 に そ の ４ 液 出 口 ８ ６ を つ な ぐ リ ン グ 状 の つ な ぎ 溝 流
路 ８ ７ を 形 成 す る 。 又 、 そ の 前 端 部 部 材 ４ ５ ａ の 後 端 部 外 周 面 に 雄 ね じ ９ ７ を 設 け る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 す る と 、 こ の 前 端 部 部 材 ４ ５ ａ を 筒 状 の 連 結 部 材 ８ ８ を 用 い 、 加 圧 液 導 管 ４ ５ の 本 体 側
と 結 合 し て 一 体 に す る こ と が で き る 。 そ こ で 、 連 結 部 材 ８ ８ は そ の 内 周 面 中 央 の 径 を 少 し
狭 く し て 、 内 部 に リ ン グ 状 の 仕 切 突 部 ８ ９ を 設 け 、 そ の 仕 切 突 部 ８ ９ の 前 後 内 部 空 間 内 に
、 前 端 部 部 材 ４ ５ ａ の 後 端 部 と 加 圧 液 導 管 ４ ５ の 本 体 側 の 前 端 部 と を 嵌 め る 。 そ の 際 、 連
結 部 材 ８ ８ の 前 側 内 周 面 に 雌 ね じ を 設 け て お き 、 そ こ に 前 端 部 部 材 ４ ５ ａ の 後 端 部 を 螺 着
す る と 、 そ の 前 端 部 部 材 ４ ５ ａ が 着 脱 可 能 に な る 。 し か し 、 連 結 部 材 ８ ８ の 後 側 内 周 面 に
嵌 ま る 加 圧 液 導 管 ４ ５ の 本 体 側 と は 簡 単 に 分 離 で き な い よ う に 溶 着 等 に よ り 強 固 に 固 着 す
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う な ノ ズ ル ４ １ は 図 １ ２ 、 １ ３ に 示 す よ う な 受 け 部 材 ９ ０ を 用 い て 外 管 ４ ２ の 前
端 に 備 え 付 け る 。 こ の ノ ズ ル 受 け 部 材 ９ ０ は 前 側 部 ９ １ を 後 側 部 ９ ２ よ り 径 を 一 段 と 大 き
く し て 拡 張 部 に し た 筒 状 体 に し 、 そ の 前 側 部 ９ １ の 内 部 を ノ ズ ル ４ １ の 後 端 部 付 近 を 受 け
る 受 け 箇 所 に し 、 後 側 部 ９ ２ を 外 管 ４ ２ の 前 端 内 部 空 間 へ 嵌 ま る 挿 入 箇 所 に す る 。 そ こ で
前 側 部 ９ １ の 内 周 面 に 雌 ね じ ９ ８ を 設 け 、 そ こ に ノ ズ ル ボ デ ィ ４ ６ の 後 端 部 を 螺 着 す る と
、 ノ ズ ル ４ １ が 着 脱 可 能 に な る 。 し か し 、 後 側 部 ９ ２ が 嵌 ま る 外 管 ４ ２ の 前 端 付 近 と は 簡
単 に 分 離 で き な い よ う に 溶 着 等 に よ り 強 固 に 固 着 す る 。 な お 、 前 側 部 ９ １ の 外 周 面 は 滑 り
止 め 用 に 六 角 形 状 に す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 外 管 ４ ２ の 後 端 付 近 の 内 周 面 に 雌 ね じ を 設 け 、 加 圧 液 導 管 ４ ５ の 後 端 部 近 傍 の
外 周 面 に 対 応 す る 雄 ね じ を 設 け て 、 そ の 両 ね じ を 螺 合 す る 。 又 、 外 管 ４ ２ の 中 央 部 と 加 圧
液 導 管 ４ ５ の 後 端 部 に 握 り 部 ９ ３ 、 ９ ４ を 夫 々 備 え 付 け る 。 す る と 、 操 作 時 に 握 り 部 ９ ３
を 持 っ て 固 定 し 、 握 り 部 ９ ４ を 回 動 し て 、 両 ね じ の 螺 合 状 態 を 変 え る こ と に よ り 、 そ の 外
管 ４ ２ に 対 す る 加 圧 液 導 管 ４ ５ の 前 後 動 を 行 な っ て 、 そ の 加 圧 液 導 管 ４ ５ の 前 端 付 近 の 外
周 面 に 開 け た 液 出 口 ８ ６ を ノ ズ ル ４ １ の 内 部 で 前 後 方 向 に 一 定 距 離 移 動 で き る 。 な お 、 ９
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５ が 両 ね じ の 螺 合 箇 所 で あ る 。 　 　
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に し て 組 み 立 て た 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 ４ ０ は 噴 霧 機 に 備 え 付 け た 液 圧 送 ホ ー
ス と 接 続 し て 使 用 す る 。 そ し て 、 直 射 噴 霧 を す る 場 合 、 加 圧 液 導 管 ４ ５ を 回 動 し て 前 後 に
適 宜 移 動 し 、 図 １ に 示 す よ う に 加 圧 液 導 管 ４ ５ の 前 端 部 部 材 ４ ５ ａ に 設 け た ４ 個 の 液 出 口
８ ６ を つ な ぐ 溝 流 路 ８ ７ と マ ニ ホ ー ル ド 弁 ５ ２ に 設 け た 両 第 １ 側 流 路 ７ ４ の 液 入 口 ７ ６ と
を 夫 々 連 通 さ せ 、 更 に そ の 前 端 部 部 材 ４ ５ ａ の 外 周 面 で 両 第 ２ 側 流 路 ７ ５ の 液 入 口 ７ ７ を
夫 々 閉 じ る 。 す る と 、 加 圧 液 が 矢 印 方 向 に 流 れ て 両 第 １ 側 流 路 ７ ４ の 液 出 口 ７ ８ か ら 中 央
空 間 ７ ２ に 入 り 、 前 面 中 央 開 口 ７ ０ か ら 仕 切 壁 ４ ９ の 中 央 穴 ４ ７ 、 渦 流 形 成 部 材 ５ ０ の 中
央 流 路 ５ ６ を 通 過 し 、 そ の 加 圧 液 が 直 線 状 に な る 。 そ れ 故 、 噴 口 部 材 ５ ９ の 山 部 頂 点 に 設
け た 噴 口 ６ ２ か ら 大 量 に 直 射 噴 霧 を 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 又 、 広 角 噴 霧 を す る 場 合 、 更 に 加 圧 液 導 管 ４ ５ を 前 方 に 少 し 移 動 し 、 図 １ ４ に 示 す よ う
に 前 端 部 部 材 ４ ５ ａ に 設 け た ４ 個 の 液 出 口 ８ ６ を つ な ぐ 溝 流 路 ８ ７ の 一 部 と マ ニ ホ ー ル ド
弁 ５ ２ に 設 け た 両 第 ２ 側 流 路 ７ ５ の 液 入 口 ７ ７ の 一 部 と を 夫 々 連 通 さ せ 、 更 に そ の 前 端 部
部 材 ４ ５ ａ の 外 周 面 で 両 第 １ 側 流 路 ７ ４ の 液 入 口 ７ ６ の 一 部 を 夫 々 閉 じ る 。 す る と 、 加 圧
液 が 矢 印 方 向 に 流 れ て 、 両 第 １ 側 流 路 ７ ４ の 液 出 口 ７ ８ か ら 中 央 空 間 ７ ２ に 入 り 続 け 、 更
に 両 第 ２ 側 流 路 ７ ５ の 液 出 口 ７ ９ か ら 仕 切 壁 ４ ９ の 両 縁 部 穴 ４ ８ に 入 り 、 渦 流 形 成 部 材 ５
０ の 後 端 部 と ノ ズ ル ボ デ ィ ４ ６ の 内 周 面 間 に あ る リ ン グ 状 の 液 溜 ま り ９ ６ を 経 て 、 両 斜 め
溝 流 路 ５ ７ に 入 る 。 そ し て 、 両 斜 め 溝 流 路 ５ ７ か ら 流 出 す る 加 圧 液 が 渦 流 状 に な る 。 そ れ
故 、 噴 口 部 材 ５ ９ の 噴 口 ６ ２ か ら 大 量 に 円 錐 状 に 霧 が で て 充 円 錐 状 の 広 角 噴 霧 を 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ こ で 、 更 に 加 圧 液 導 管 ４ ５ を 前 方 に 少 し 移 動 し 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 前 端 部 部 材 ４ ５
ａ に 設 け た ４ 個 の 液 出 口 ８ ６ を つ な ぐ 溝 流 路 ８ ７ と マ ニ ホ ー ル ド 弁 ５ ２ に 設 け た 両 第 ２ 側
流 路 ７ ５ の 液 入 口 ７ ７ と を 夫 々 良 く 連 通 さ せ 、 更 に そ の 前 端 部 部 材 ４ ５ ａ の 外 周 面 で 両 第
１ 側 流 路 ７ ４ の 液 入 口 ７ ６ を 夫 々 良 く 閉 じ る 。 す る と 、 加 圧 液 が 矢 印 方 向 に 流 れ て 両 第 ２
側 流 路 ７ ５ の 液 出 口 ７ ９ か ら 仕 切 壁 ４ ９ の 両 縁 部 穴 ４ ８ の み に 入 り 、 渦 流 形 成 部 材 ５ ０ の
後 端 部 と ノ ズ ル ボ デ ィ ４ ６ の 内 周 面 間 に あ る リ ン グ 状 の 液 溜 ま り ９ ６ を 経 て 、 両 斜 め 溝 流
路 ５ ７ に 入 る 。 そ し て 、 加 圧 液 が 両 斜 め 溝 流 路 ５ ７ の み か ら 流 出 し て 渦 流 状 に な る 。 そ れ
故 、 噴 口 部 材 ５ ９ の 噴 口 ６ ２ か ら 大 量 に ド ー ナ ツ 状 に 霧 が で て 空 円 錐 状 の 広 角 噴 霧 を 行 え
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の た め 、 噴 霧 時 に 加 圧 液 導 管 ４ ５ を 回 動 し て 前 後 に 少 し 移 動 さ せ る だ け で 、 直 射 噴 霧
、 充 円 錐 状 広 角 噴 霧 、 空 円 錐 状 広 角 噴 霧 の 切 り 替 え を 簡 単 に 行 え る 。 又 、 噴 霧 を 停 止 さ せ
る 場 合 、 加 圧 液 導 管 ４ ５ を 後 方 に 移 動 し 、 図 １ ６ に 示 す よ う に そ の 前 端 部 部 材 ４ ５ ａ に 設
け た ４ 個 の 液 出 口 ８ ６ を つ な ぐ 溝 流 路 ８ ７ を 水 密 用 筒 状 部 材 ５ ３ の 内 周 面 中 央 部 で 閉 じ る
。 す る と 、 水 密 用 筒 状 部 材 ５ ３ の 内 周 面 前 後 端 付 近 に は そ の 内 部 中 央 空 間 ８ ０ に 嵌 ま る 前
端 部 部 材 ４ ５ ａ の 外 周 面 と 接 触 す る シ ー ル 部 材 ８ ４ が 夫 々 備 え ら れ て い る た め 、 そ の 前 端
部 部 材 ４ ５ ａ の 液 出 口 ８ ６ か ら マ ニ ホ ー ル ド 弁 ５ ２ の 内 部 中 央 空 間 ７ ２ の 内 部 に 加 圧 液 が
漏 出 し 難 く な る 。 そ れ 故 、 噴 霧 を 良 く 停 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 し か も 、 水 密 用 筒 状 部 材 ５ ３ に よ っ て 噴 霧 を 良 く 停 止 で き る の で 、 加 圧 液 導 管 ４ ５ の 前
端 部 部 材 ４ ５ ａ を マ ニ ホ ー ル ド 弁 ５ ２ 、 水 密 用 筒 状 部 材 ５ ３ の 両 内 部 中 央 空 間 ７ ２ 、 ８ ０
に あ ま り き つ く 嵌 合 さ せ る 必 要 が な い 。 そ れ 故 、 加 圧 液 導 管 ４ ５ を 回 動 し な が ら 移 動 さ せ
て も 、 そ の 加 圧 液 導 管 ４ ５ に 大 き な 捩 じ り 応 力 が 加 わ ら な い の で 、 加 圧 液 導 管 ４ ５ が 捩 じ
れ た り 、 破 損 し 難 く な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う な 使 用 を 繰 り 返 し て 行 な っ て い る と 、 渦 流 形 成 部 材 ５ ０ 、 マ ニ ホ ー ル ド 弁 ５ ２
が 摩 耗 し 、 時 に は 破 損 す る の で 、 取 り 替 え が 必 要 に な る 場 合 が あ る 。 そ の 際 に は 、 渦 流 形
成 部 材 ５ ０ 、 マ ニ ホ ー ル ド 弁 ５ ２ が 独 立 体 と し て 、 ノ ズ ル ボ デ ィ ４ １ の 内 部 空 間 内 の 所 定
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箇 所 に 夫 々 収 納 さ れ て い る の で 、 先 ず 外 管 ４ ２ の 前 端 に 備 え 付 け た 受 け 部 材 ９ ０ か ら ノ ズ
ル ４ １ を 外 す 。 そ し て 、 フ ー ド キ ャ ッ プ ６ ４ 、 噴 口 部 材 ５ ９ 、 パ ッ キ ン ５ ８ 、 周 囲 部 材 ５
１ 等 を 夫 々 外 す と 、 ノ ズ ル ボ デ ィ ４ ６ の 前 側 内 部 空 間 内 か ら 渦 流 形 成 部 材 ５ ０ を 引 き 抜 い
て 簡 単 に 取 り 替 え る こ と が で き る 。 又 、 水 密 用 筒 状 部 材 ５ ３ を 外 す と 、 ノ ズ ル ボ デ ィ ４ ６
の 後 側 内 部 空 間 内 か ら マ ニ ホ ー ル ド 弁 ５ ２ を 引 き 抜 い て 簡 単 に 取 り 替 え る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 の 直 射 噴 霧 時 に お け る ノ ズ ル 付 近 の 構 造
を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 噴 射 管 の 直 射 噴 霧 時 に お け る 全 体 構 造 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 噴 射 管 の ノ ズ ル を 構 成 す る 渦 流 形 成 部 材 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 ノ ズ ル を 構 成 す る 噴 口 部 材 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 噴 口 部 材 の 背 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 ６ 】 同 ノ ズ ル を 構 成 す る フ ー ド キ ャ ッ プ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 フ ー ド キ ャ ッ プ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 ノ ズ ル を 構 成 す る マ ニ ホ ー ル ド 弁 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 同 マ ニ ホ ー ル ド 弁 の ４ 分 の １ 円 筒 部 を 除 去 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 同 ノ ズ ル を 構 成 す る 水 密 用 筒 状 部 材 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ １ 】 同 ノ ズ ル の 構 成 部 材 を 兼 ね る 加 圧 液 導 管 の 前 端 部 部 材 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 同 ノ ズ ル 受 け 部 材 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 同 ノ ズ ル 受 け 部 材 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 同 噴 射 管 の 充 円 錐 状 広 角 噴 霧 時 に お け る ノ ズ ル 付 近 の 構 造 を 示 す 部 分 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ ５ 】 同 噴 射 管 の 空 円 錐 状 広 角 噴 霧 時 に お け る ノ ズ ル 付 近 の 構 造 を 示 す 部 分 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ ６ 】 同 噴 射 管 の 噴 霧 停 止 時 に お け る ノ ズ ル 付 近 の 構 造 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ ７ 】 従 来 の 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 の 直 射 噴 霧 時 に お け る 全 体 構 造 を 示 す 部 分 断 面 図
で あ る 。
【 図 １ ８ 】 同 噴 射 管 の 広 角 噴 霧 時 に お け る 全 体 構 造 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 従 来 の 他 の 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 の 全 体 構 造 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ４ ０ … 噴 霧 状 態 切 替 型 噴 射 管 　 ４ １ … ノ ズ ル 　 ４ ２ … 外 管 　 ４ ３ … 液 流 路 　 ４ ４ … 接 続
部 　 ４ ５ … 加 圧 液 導 管 　 ４ ５ ａ … 前 端 部 部 材 　 ４ ６ … ノ ズ ル ボ デ ィ 　 ４ ７ … 中 央 穴 　 ４ ８
… 縁 部 穴 　 ４ ９ … 仕 切 壁 　 ５ ０ … 渦 流 形 成 部 材 　 ５ １ … 周 囲 部 材 　 ５ ２ … マ ニ ホ ー ル ド 弁
　 ５ ３ … 水 密 用 筒 状 部 材 　 ５ ６ … 中 央 流 路 　 ５ ７ … 斜 め 溝 流 路 　 ５ ８ … パ ッ キ ン 　 ５ ９ …
噴 口 部 材 　 ６ ２ … 噴 口 　 ６ ４ … フ ー ド キ ャ ッ プ 　 ６ ５ … 外 管 　 ６ ６ … 取 付 部 　 ７ ０ 、 ７ １
… 前 後 面 中 央 開 口 　 ７ ２ … 内 部 中 央 空 間 　 ７ ３ … 周 壁 部 　 ７ ４ 、 ７ ５ … 第 １ 、 第 ２ 側 流 路
　 ７ ６ 、 ７ ７ … 液 入 口 　 ７ ８ 、 ７ ９ … 液 出 口 　 　 ８ ０ … 内 部 中 央 空 間 　 ８ ３ 、 ８ ４ … シ ー
ル 部 材 　 ８ ６ … 液 出 口 　 ８ ７ … つ な ぎ 溝 流 路 　 ９ ０ … ノ ズ ル 受 け 部 材 　 ９ ３ 、 ９ ４ … 握 り
部 　 ９ ５ … 螺 合 箇 所
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(10) JP 2005-262012 A 2005.9.29



【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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